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あなたの地区の楽しい催しや出来事などを
役場企画課広報国際係までどしどしお知らせ
ください。（蕁22－2111 内線264）

△当選証書を手に新委員の６人

８月７日（火）、鶴田消防署員10人が、花
火大会の見物客が大溜池に転落した場合の救
出救助訓練を津軽富士見湖で行いました。
訓練は花火大会の見物者（人形）が転落し
たところから始まり、次に救命ボートが出動
して転落者を救助、その後転落者をバックボ
ードに乗せ橋の上まで引き上げるという内容
で行われました。
夏休みということもあり、富士見湖パーク
には何人かの観光客の姿も見られ、物珍しそ
うに見学をする方もいらっしゃいました。
花火大会当日は見物者が転落することもな
く、無事安全に終えることができました。町
民の万が一に備え、消防職員は日々訓練を積
んでがんばっています。

８月８日（水）、任期満了に伴い鶴田町第
２財産区管理委員選挙が行われ、無投票で６
人（現職２人、新人４人）の委員が当選しま
した。第２財産区とは、妙堂崎地区の山林を
管理運営する組織で、今回の選挙は、その組
織を代表する役員を選出するものです。
新委員を届け出順に紹介すると、澁谷篤さ
ん（新・２列目左）、長峰誠さん（現・２列
目右）、伊藤良榮さん（新・１列目右）、澁谷
繁義さん（現・１列目中央）、鎌田瑞夫さん
（新・１列目左）伊藤義人さん（新・２列目
中央）の６人です。任期は平成19年８月27日
から４年間となります。

△バックボードに転落者（人形）を乗せ救助する様子

花火大会に備え救助訓練

第２財産区の新委員が決定
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８月16日（木）、妙堂崎アームレスリング
同好会（斎藤俊史会長）主催の第８回妙堂崎
アームレスリング大会が、水元中央小学校体
育館で開催され、約70人の参加者が津軽地域
周辺から集まり、階級別に分かれ戦いました。
今回初参加でライトハンドー65kg級優勝者
の奥瀬雄司さん（相原町）は「敗者復活戦か
らの勝ち上がりだったので、優勝はダメかと
思ったが、実力が出せました」と喜びの声。
そのほかライトハンドー80kg級は三浦初裕
さん、ライトハンド無差別級は渋谷修人さん、
レフトハンド－75kg級は太田恒潤さんがそれ
ぞれ優勝し、鶴田町民の活躍が目立ちました。 △ー80kg級決勝戦、（左）奥瀬雄司さんと（右）三浦初裕さん

剛腕自慢の男たちが町に集結

８月16日（木）、17日（金）の両日第31回
中学校新人選抜野球大会が、町営球場で開催
されました。北郡の８校が熱戦を繰り広げ、
決勝戦で鶴田中学校が中里中学校を６対２で
破り、３年振り８回目の優勝を果たしました。
決勝戦の前には、今年で７回目となる小学
校選抜対還暦野球の親善交流試合も行われ、
60歳以上の選手と町内の５小学校から選ばれ
た選手が戦い、観客を楽しませました。この
日の見所はなんといっても、伊藤昭二さん
（富士見町）と孫の工藤澪央くん（鶴小６年）
の対決。昭二さんの投げた球を澪央くんは見
事打ち返し、結果は９対９の引き分けでした。

８月18日（土）、国際交流会館ホールで
「明日の教育を考える講演会」が開催され、
約230人の町民が教育について学びました。
講師として招かれた田中壮一郎氏（前文部
科学審議官）は「新しい教育基本法と教育再
生」という演題で講演され「当たり前のこと
を当たり前にできるようにすることが大事。
子どもたちの健全な育成をするには先生だけ
ではなく、周りの大人も参加して取り組むべ
き」と提言し、地域ぐるみでの具体的な活動
の必要性を強く話されました。おもしろ話も
交えた田中氏の軽快な語り口に、多くの町民
が聞き入っていました。

小学生対還暦野球が交流試合

田中壮一郎氏が教育を語る

△おじいちゃん（ピッチャー）と孫（バッター）の直接対決！

△軽快なおしゃべりで教育への熱い思いを語ってくださいました


